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　　▲大手門周辺の発掘調査が続けられています

蔑翼懸難購舞磯糟

　
白
石
城
復
元
を
計
画
し
て
い
る
白
石
市
で
は
、
ハ

月
二
十
七
日
、
大
手
工
事
請
負
業
者
十
社
を
集
め
て

工
事
の
入
札
を
行
い
、
闘
組
東
北
支
店
が
十
八
億
四

千
三
百
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
そ
の
後
九
月
十
日

か
ら
開
会
さ
れ
た
白
石
市
議
会
定
例
会
で
工
事
講
負

締
結
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
契
約
を

結
び
、
い
よ
い
よ
十
月
中
旬
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
復
元
さ
れ
る
白
石
城
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑬
当
時
の
姿
を
木
造
で
復
元

　
今
回
復
元
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
益

岡
公
園
の
北
東
に
あ
っ
て
周
囲
よ
り
も

一
段
と
高
く
な
っ
て
い
る
所
に
建
っ
て

い
た
三
階
櫓
（
い
わ
ゆ
る
天
守
閣
）
を

メ
イ
ン
に
、
公
園
の
登
り
口
に
あ
っ
た

大
手
一
ノ
門
、
ニ
ノ
門
及
び
そ
れ
を
支

え
る
石
垣
で
、
そ
の
完
成
予
想
図
が
上

に
載
せ
て
あ
る
図
面
で
す
。

　
復
元
す
る
時
代
と
建
築
方
法
で
す
が
、

白
石
城
が
明
治
七
年
に
解
体
さ
れ
る
直

前
の
最
晩
年
の
姿
を
、
当
時
の
建
築
方

法
で
史
実
に
忠
実
に
復
元
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
木
造
で
復
元
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
を
設
計
す
る
た
め
に
は
、
当
時

の
姿
を
推
定
で
き
る
資
料
が
必
要
で
す
。

決
め
手
に
な
る
資
料
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
だ
が
、
そ
れ
で
も
片
倉
家
の
「
白

石
城
屏
風
絵
」
や
高
橋
家
の
「
白
石
城

内
絵
図
」
、
天
和
三
年
の
「
白
石
城
絵
図
」

な
ど
の
絵
図
類
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
　
「
白
石
城
署
記
」
と
い
う
古
文

書
が
見
つ
か
り
、
建
物
の
規
模
や
石
垣

の
高
さ
な
ど
が
克
明
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
建
物
の
位
置
や
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
二
年
十
月
か

ら
発
掘
調
査
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
平
成
三
年
十
月
の
「
広

報
し
ろ
い
し
」
に
詳
し
く
掲
載
し
ま
し

た
の
で
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
発

掘
調
査
は
現
在
、
大
手
一
ノ
門
、
ニ
ノ

門
部
分
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
総
合
し
て
自
石
城
復
元
の
設
計

図
が
で
き
あ
が
っ
た
わ
け
で
す
。

⑫
三
階
櫓
は
高
知
城
に
匹
敵
す
る
大
き
さ

　
メ
イ
ン
の
三
階
櫓
は
、
一
層
目
の
平

面
が
東
西
約
十
七
・
五
厨
、
南
北
約
十

一
・
七
層
、
高
さ
約
十
六
材
に
な
り
ま

す
。
規
模
は
高
知
城
天
守
閣
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
二
十
万
石
の
殿
様
の
天
守
閣
に

匹
敵
す
る
大
き
さ
で
す
。
木
造
の
復
元

と
し
て
は
東
北
で
最
大
の
天
守
閣
と
な

り
ま
す
。

　
工
事
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十
月
中
旬
か
ら
石
垣
工
事
に
着
手
し
、

ま
ず
、
現
在
残
っ
て
い
る
石
垣
を
実
測

し
た
上
で
取
り
外
し
、
こ
れ
を
で
き
る

だ
け
生
か
し
て
組
み
直
し
ま
す
。
残
っ

て
い
な
い
部
分
は
蔵
王
山
系
の
同
質
の

石
を
新
し
く
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
の
　
つ
ら

石
垣
は
野
面
積
み
と
い
う
古
い
時
代
の

積
み
方
で
、
石
積
み
技
法
と
し
て
は
最

も
テ
タ
ニ
ッ
ク
の
い
る
技
法
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
七
月
に
石
垣
部
分
の
工

事
が
終
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
来
年
四
月
か
ら

三
階
櫓
の
建
築
工
事
に
取
り
か
か
り
ま

す
。
そ
し
て
市
制
施
行
四
十
周
年
の
平

成
六
年
十
月
に
は
、
明
治
七
年
の
解
体

以
来
、
実
に
百
二
十
年
ぶ
り
に
三
階
櫓

の
姿
か
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

さ
ら
に
大
手
門
の
復
元
に
も
着
手
し
、

平
成
七
年
三
月
末
に
は
す
べ
て
の
工
事

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
復
元
で
使
わ
れ
る
石
は
約
三
千

ト
ン
、
瓦
は
岐
阜
産
の
も
の
で
約
三
万

六
千
枚
、
木
材
は
青
森
ヒ
バ
を
主
体
に

千
二
百
五
十
七
石
（
約
四
百
六
十
㎡
）

に
な
り
ま
す
。
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●
大
手
門
の
石
垣
な
ど
が
完
全
な
形
で
発
見
〃

　
　
　
鰻
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　　緩轡

陀鐵養

　
一
方
、
今
年
の
五
月
か
ら
教
育
委
員

会
が
進
め
て
い
る
大
手
門
周
辺
の
発
掘

調
査
で
は
、
大
手
一
ノ
門
、
ニ
ノ
門
跡

を
示
す
石
垣
や
石
列
が
ほ
ぼ
完
全
な
形

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
大
手
門
の
場
所
は
、
益
岡
公
園
に
出

入
り
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
通
路
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
舗
装
を
は
が

し
た
と
こ
ろ
石
垣
列
が
予
想
以
上
に
残

　
　
　
蒐
縷
擁
」
・
・
∵
鷲

鼻
瀞

徳
、

藤
　
一

　
　
無

　
、
謙

っ
て
お
り
、
絵
図
に
は
書
い
て
い
な
い

階
段
や
排
水
溝
も
見
つ
か
り
、
今
ま
で

分
か
ら
な
か
っ
た
大
手
門
の
全
容
解
明

に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
九
月
二
十
六
日
に
は
現
地
説
明

会
が
行
わ
れ
、
当
時
の
大
手
門
跡
の
姿

を
一
目
見
よ
う
と
い
う
歴
史
マ
ニ
ア
な

ど
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
、
担
当
者
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
並
行
し
て
武
家
屋
敷
や
遊
歩
道
も
整
備

　
白
石
城
の
復
元
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

白
石
市
の
文
化
財
で
あ
る
武
家
屋
敷
旧

小
関
家
（
益
岡
町
）
の
修
復
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。
約
五
千
万
円
を
か
け
て

修
復
し
、
来
年
三
月
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　
修
復
後
は
、
片
倉
家
中
の
文
化
や
生

活
を
物
語
る
品
々
を
展
示
し
、
ミ
ニ
資

料
館
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
専

門
家
か
ら
は
国
レ
ベ
ル
の
重
要
な
建
築

物
と
の
指
摘
が
あ
り
、
将
来
は
県
・
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
白
石
城
を
中
心
と
し
て
町
中
を

快
適
に
歩
け
る
道
づ
く
り
を
す
す
め
よ

う
と
い
う
「
遊
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
」
と
し
て
、
市
民
会
館
か
ら
白
石
女
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▲講轟灘驚磁熱鄭

●白石城復元のあらまし

隆

木造3階建　高さ16。72m

　1階21．67m×11．82m
　2階13．79mX8。86m
　3階　9、85m×6．91m
屋根……本瓦葺入母屋造

外壁……小舞土塗壁漆喰仕上げ

国内産檜、青森ヒバ、松、杉

馨
　
巴

爵

木造一重　　高さ5．04m

　幅　5．45m×奥行2．12m
屋根一…’本瓦葺入母屋造

外壁……小舞土塗壁漆喰仕上げ

棒、檜

曽
　
］

畠。

木造二重　　高さ10，16m

　幅12．80mX奥行4．33m
屋根……本瓦葺入母屋造

外壁……小舞土塗壁漆喰仕上げ

棒、檜

■ま看≡

三階櫓部分、櫓廻り土掘り部分、大手門部分

門廻り土掘『）部分　計2，166．8m2、約3，000㌧

　　己　－　一　　『　一
『」一漁

磯晦噛

子
高
を
経
て
武
家
屋
敷
旧
小
関
家
の
あ

る
通
り
の
カ
ラ
ー
舗
装
（
八
七
〇
メ
ー

ト
ル
）
と
、
内
堀
の
擬
木
棚
（
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
★

　
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
に
よ
っ
て
、
白

石
城
を
拠
点
と
し
て
武
家
屋
敷
や
市
民

会
館
を
結
び
つ
け
る
ル
ー
ト
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
将
来
は
碧
水
園
（
古
典
芸

能
伝
承
の
館
）
ま
で
掘
割
に
沿
っ
て
歩

け
る
道
が
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
の
車
優
先
の
道
路
か
ら
、
歩
き
優
先

の
道
路
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
こ
の

試
み
。
白
石
の
町
を
「
歴
史
」
と
い
う

目
か
ら
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う
試

み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
市
が
行
う
事
業
だ
け
で
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
生
け
垣

に
し
た
り
、
道
路
沿
い
に
花
を
植
え
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
も

っ
と
快
適
で
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
提

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
白
石
城
の
復

元
を
中
心
と
し
た
「
歴
史
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
繰
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

嚇
講
、
胤
獄

郎ゆかりの「白石城」　　。　青葉城に次ぐ重要拠点を与え

藩政時代を通じて片倉歴代の　られたのはなぜか。

居城だった。そして、幕府が　　初代小十郎は秀吉や家康に

全国に出した一国一城令の例　まで見込まれるほどの人物だ

外として、青葉城以外の伊達　　った。さらに政宗が幼少の頃、

47館の中で、ただ一つ「城」　彼の守役として互いに競い合

としての格式を許され、本丸　　って成長した仲である。政宗

には天守ともいうべき三階櫓　が最も信頼していた武将とし

がそびえていた。青葉城には　て、破格の扱いをしたのでは

幕府に遠慮して天守閣を作ら　ないだろうか。

なかったというのにである。　　歴代の小十郎たちは、120年

　それも、片倉家は仙台藩の　ぶりに威容を見せる白石城を

家臣団の中で、一門よ1）も下　どんな思いで待っているのだ

の一家に格付けされているに　ろうか。
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　　　　　学べばそこは未知の国

　　　　　　　　1nみやぎ

　「学べばそこは未知の国」をテーマに、第4回全国生

涯学習フェスティバル「まなびピア’92inみやぎ」が、

10月31日から白石市をはじめ県内4市町を会場に開催ざ

れます。今月は、白石市で開催されるイベントのうち、

入場整理券が必要なイベントについて詳しく紹介します。

整理券の申し込み方法などについては、右記共通ですの

でお早めにお申し込みください。

○申込締切1ヨ　旧月10日（±）必着

o申込方法・申込先
イベント・ことの会場あて、官製往復八ガキに住所・氏

名・年齢・電話番号及びこ希望のイベント名をひとつお

書きのうえお申し込みくだざい。　（1部・2部の開催イ

ベント・については、どちらかを明記のこと）

厳正な抽選を行い、その結果をこ連絡いたします。な

お、宮城県太鼓まつりは、各公民館・市役所市民課窓口

で直接入場整理券をお求めくだざい。

一1 　　　　ロココー　　　口■囲” 爾
圏駈　　　　㎝■団

騒 〒989－02
　白石市南町二丁目1－13 盈25－794臼

能楽堂で聴くヴェルサイユの典雅な音楽の世界

■日時10月31日（土）1，2部とも同曲目

　1部　14：00～16：00

　2部17：00～19＝OO

■参加対象

一般（各部300名　計600名）

　※小学生以下はご遠慮願います。

■内容　古楽研究のオーソリティ大

橋敏成教授のヴィオラ・ダ・ガンバ、

新久美・小池久美子のソプラノ、そ

してクラヴサンは木村恵美子で上演

されるルイ14・15世時代の調べ。

■解説

「能楽堂でフランス・バロッタ音楽

を聴くという奇抜な試み。能楽とヴ

ェルサイユ音派の音楽、この一見対

立する美意識の芸術に共通するもの

があるとすれば、それは何でしょう。

それはきっと、双方ともに17，8世紀

の貴族や知識人たちが築いた高い精

神活動の所産であるということでは

ないでしょうカ・。

　1600年代のヨーロッパの音楽は、

イタリア様式によって席巻されてい

ました。しかし、ヨーロッパ第一の

強国を自認していたフランスには、

高貴なフランス精神を謳いあげる独

自の音楽が必要だったのです。こう

して育成されたのが、ヴェルサイユ

の音楽です」　　（大橋敏成氏・記）

能・狂言　一部：r佐渡狐」r黒塚（白頭）」・二部：r棒縛』r殺生石」

■日時11月2日（月）

　　　一音5　　12：30～14＝30

　　　二部15：10一一17二〇2

■参加対象

一般（各部3QO名、計600名）

■出演

■内容

◎一部

喜多六平太　佐々木宗生、

野村万作・総勢27名

「黒塚（白頭）」

紀州（和歌山県）は三熊野、那智

の東光坊祐慶が、供の者と諸国行脚

の旅に出ました。その途中、陸奥の

安達原で夕暮れになり、一軒のみす

ぽらしい家に一夜の宿を乞います。

　家には一人の老婆がお1）、祐慶た

ちは泊めてもらえることになります。

ところがこの家が名だたる安達原、

黒塚の鬼の住家だったのです。逃げ

だそうとするやさき、正体を暴かれ

た老婆が鬼の姿になって追いかけ、

襲いかか1）ます。

◎第二部　　「殺生石」

　奥州から都へ上がる旅の途中、下

野国の那須野の原でのこと。玄翁の

供人は怪しい石の上を飛んでいった

鳥が突然落ちるのを見ました．

　玄翁がこの石に近づこうとすると、

里人らしい女が現れ、「これは那須

野の殺生石という石で、触れたもの

はすべて命がない一と言われ、その

わけを聞くと「鳥羽天皇の寵妃・玉

藻の前の執念が石とな1）、往来の人

々を苦しめていると聞いています」

と言いました。

　さらに玄翁がたたみかけて聞くと、

女は玉藻の前の来歴を語りだし、自

分の正体（老狐の化身）を告げ、石

に隠れ消えてしまいます。

論
ε

＿橘語諏屑謙

轡
誉

■目時　11月1日（日）18：30～19：30

■参加対象　一般（300名）

　　　　　　　いつきもとむ
国際的バス歌手斎求「白石」を歌う
一俳旬による組曲「金婚」及び日本歌曲とドイツリート（歌曲）独唱会

■内容

　元ベルリン歌劇場専属歌手斎求が、

地元白石の俳人の作品に作曲された

5つの歌曲（俳句：鈴木綾園・作曲1

福井文彦）や蔵王霊歌を披露するほ

か、城下町白石になじみの日本歌曲

とドイツリート数曲を独唱します。

O俳句による組曲「金婚」バリトン

　独唱

　1　三代の武者人形を飾りけ1）

太宰治の新釈諸国噺より「女賊」上演

■日時11月1日（日）13＝00～14＝30

■参加対象　一般（300名）

■内容

井原西鶴の原作を太宰治が新釈し

た「新釈諸国噺」から「女賊」を取

り上げ、さらに語1）物として蘇らせ

た斬新な音楽作品です。

物語は、仙台名取川の上流、笹谷

峠の付近に住む山賊と、京都の公家

　II散る花を惜しみながらも

　　　　　　　　老いにけり
　皿　風の虻つぶての如く

　　　　　　　　うせにけ1）

　IV　杖ついて九十の母や春の風

　V　金婚のいのちまだある

　　　　　　　　　老いの春
○出演

・独唱：斎求・ピアノ：港明美、

吉村　昌美（白石在住）

の娘との間に生まれ、父の死後自分

たちも男に身を扮して山賊を働くよ

うになった二人の姉妹を通し、女ご

ころの哀しさと恐ろしさを描いたも

のです。

O語り：宮城教育大学助教授　板橋

健・音楽監督：宮城教育大学助教　譲
授垣内幸夫、解説：菊田義孝

　　　　　　　　　　　　　　曳O演奏：弦楽四重奏「アウレオ」　　　　　麗．

轟

＝ －
■■　口－ 冒

置講
〒989－02
白石市大手町1－1

白石市教育委員会内　費25－2111
　生涯学習フェスティバル実行委員会

檜枝岐歌舞伎公演会

ぎ驚矯
獣藤，鵬．
ぐ　・謄響、，箇環
　　蕊1、籔》，瀦一

■日時11月3日（火・祝）

午後1時30分～午後3時30分

■場所白石市中央公民館大ホール

■参加対象　一般（約800名）

■内容
　檜枝岐歌舞伎は250年程前に始ま

1）、古典歌舞伎本来の姿を変えるこ

となく、農民の手で今日まで伝えら

れてきました。この格調高い古典芸

能は各方面よ｝）高く評価され、サン

トリー地域文化賞など多くの賞を得

ています。

　今回演じられるのは「義経千本桜

鳥居前の場」。これは、白石市斎川に

ある甲冑堂にゆか1）の深い佐藤忠信

が登場する演目です。貴重な公演を

ぜひこの機会にご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　い　　ト　　　ム題　量　ぎ　　　　　　議墨専
　　　　、　　　　　　　　　．　　　　　　 　跡亀

　　　　　　　　　F
　　日時
　　10月17日（土）午後5時受付

　　　山小屋宿泊

　　10月18日（日）午後3時解散

　　o会場

第3回宮城県太鼓まつり

■日時11月1日（日）10：00～15：00

■参加対象　一般（800名）

■内容

　第3回目の今回は、宮城県を代表

する伝統太鼓3、創作太鼓9の12グ

ループが「バチさばき」を競演しま

す。白石市からは、「白石雷入会郡山

萩太鼓」が出演し、白石と歴史的つ

ながりが深い福島から「伊達梁川権

現太鼓」、山形から山形市「童山太鼓」

のゲスト出演もいただきます。

宮城蔵王の紅葉を撮る会参加者募集

き 川原子山小屋と宮城蔵王周

辺

南蔵王一、　　三の会

　き、紅葉の蔵王周辺を撮影する。

o対象　山や写真の好きな初心者

O募集人員　約30名（車椅子での参

加もできます）

O参加費　　3，000円（食費、維持管

理費等）

o申し込み方法

町2－20岡崎哲夫方儘FAX25－9665

「宮城蔵王の紅葉を撮る会実行委員

会事務局」にお申し込みください。

電話で確認を受けたら、予約金とし

て1，000円を小為替でお送1）くださ

い。領収書兼参加証を送1）ます。

O持参するもの
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みなさんからの素敵な

情報を待ってます

石舞台は原始の雰囲気

　白石市と丸森町の境にある大蔵山

採石場跡地では、通称・泥かぶり石

に魅せられた彫刻家が全国各地から

集まり、作家活動を行っています。

　その大蔵山で6人の作家たちがス

トーンサータルの中心に石舞台を作

1）上げ、8月23日、完成記念コンサ

ートが開かれました。

騙
、
聾

訣癩
．・、陰誕棋

　夕闇せまる頃、原始人にタイムス

リップしたような不思議な雰囲気の

漂うステージでは、アメリカ入で禅

僧になったトーマス・ハーディソン

さんのピアノや鶴岡たみ子さんのマ

リンバ、南米のフォルクローレの演

奏が繰1）広げられていました。

手話落語でみんなか笑った

　リヤカーをひいて手話落語の全国

行脚をしている落語家・林家とんで

ん平さんが8月31日、白石市中央公

民館で手話落語を行いました。

　とんでん平さんは、故林家三平師

匠の弟子で、今年の4月26日、自宅

のある草加市を出発し、全国各地で

手話落語を披露しています。

　とんでん平さんの落語を楽しもう

と集まった197人のうち4割近くを

占める耳が不自由な人も、表情豊か

な身振り手振りの落語に腹の底から

笑っていました。

鷹
．

あ藩
添

静麗藩海彪， 　
『
塾

該

鰹

　や

級凄膨一達

乎真

監
甥

　　　　　　　　　　圏最大の中世窯跡を新発見

　　　　　　ぺ　　　・砂一し．．マ4　．’

　　　　i・雫　　→　ご”　，　、　　　面から、地下式の登1）窯跡9基が、
　　　　　溺へ　’　　　　　　｛　　．
　　う測　　　　沖　　　　　、ウ　　　ほぼ元全な形で発見されました。窯
．ぞ巽嫁、卜・　　跡は最大のもので長さ2。mもある大

　　　　　　　　　　　　　　規模なもので、鎌倉時代末期から室

　　　　　　　　　　　　　　町時代にかけてのものと見られてい

　　　　　　　　　　　　　　ます。調査は年内いっぱいかか1）、
窯跡が見っかったのは、白川犬卒　　　最終的には20基前後の窯跡が発見さ

都婆の一本木地区の山林で、東北電　　　れそうです。

力が変電所の建設を行うため、宮城　　　　一本木地区の周辺では、すでに3

県教育委員会が7月末から発掘調査　　箇所の窯跡が見つかっており、中世

を行っていたものです。　　　　　　　の一大古窯跡群であったことがわか

調査の結果、標高100m前後の斜　　　り、関係者の注目を集めています。

けっこうなお点前です

ら

胤鱒璽　
　
玉
〆
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馨

摂

　茶道というとなかなか作法が難し

くてと敬遠されがちですが、子ども

にも茶道の良さを知ってもらおうと

8月30日、子ども茶会が開かれまし

た。

　子どもが主役とあって、「良寛さん

と遊ぼう」がテーマ。掛け軸や花入

れもそれに合った演出のなか、裏千

家の三浦明子さん、徳力紀子さんか

ら教わっている小学生は、千歳盆点前

を慣れた手つきでこなし、お客に「ど

うぞ」。お客の子どもは緊張しなが

らも、甘いお菓子をほおばりながら

抹茶の味を楽しんでいました。

火山のデパート・日本を再認識

　国の「防災週間」にちなんだ行事

の一環として9月3日、白石市中央

公民館で防災気象講演会が行われま

した。

　講演会では、山岸米二郎仙台管区

気象台長と浜口博之東北大理学部教

授が、それぞれ気象災害や火山災害

をテーマに講師を務められ、普段か

ら防災意識をしっか彫）持つことの大

切さを訴えました。

．く、艶携一、騒’烹’

　日本の83の活火山の一つである蔵

王連峰を抱える白石市だけに、参加

した430名の消防防災関係者は、真

剣に耳を傾けていました．

スパッシュランドで

　　　若鮎の泳ぎ

　9月12日から14日まで、スパッシ

ュランドの50メートル公認温泉プー

ルで宮城県高等学校新人水泳競技大

会が開かれました。ここで公式大会

が開催されるのは今回が初めてで、

選手たちは小原、鎌先両温泉に泊ま

っての出場。

収聾書翫㍉鰍，
富蒲多　　　　、幽
溺辱．繋鐡翻

畔螺』一　曙y魏
　大会は8コースを使って競われ、

自動審判計時システムがフル稼働。

次々ゴールする選手たちのタイムが

瞬時のうちに表示され、応援の生徒

は同僚の選手の順位とタイムに一喜

一憂していました。

田町チームが見事優勝／

　第4回大河原管内ふるさとスポー

ツ祭が8月30日、角田市を会場に開

催されました。

　これは生涯スポーツの振興を目指

して行われているもので、当市から

は7種目に9チームが参加し、各種

目において健闘しました。

　入賞したチームは次のとおト）です。

おめでとうございます。

・家庭バレーボール

　優勝　田町チーム
・ソフトボール

　3　位　　大鷹沢チーム

・ゲートボール（女子）

　3　位　　上郡山チーム

敬
老
の
日
、
市
内
の
百
歳
以
上
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方
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を
訪
問

し
た
。市

内
長
寿
者
第
一
位
は
八
幡
町
に
お
住
ま
い
の

早
坂
た
け
さ
ん
。
東
北
第
一
位
の

長
寿
者
で
、
九
月
十
日
に
は
本
間

知
事
も
訪
問
さ
れ
た
。
ご
子
息
の

利
雄
さ
ん
を
は
じ
め
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
囲
ま
れ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
し

て
お
ら
れ
る
。
お
祝
い
に
ビ
ー
ル

で
乾
杯
を
し
た
。
そ
の
飲
み
っ
ぷ

り
の
見
事
な
こ
と
。
日
本
酒
が
大

好
き
な
の
で
徳
利
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
全
国
長
寿
者
番
付

二
十
八
位
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
日
本

一
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
第
二
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　川井市長の
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典
型
で
あ
る
。
先
日

渡
邊
き
よ
し
さ
ん
（
白
石
長
寿
者
第
五
位
）
の
「
ど

つ
き
唄
」
の
テ
ー
プ
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

戴
し
た
。
今
で
も

大
切
に
書
斎
に
飾

っ
て
い
る
が
隠
れ

た
芸
術
家
で
あ
る
。

ふ
さ
の
さ
ん
か
ら

立
派
な
座
布
団
を

頂
き
、
大
切
に
し

て
い
る
方
は
多
い

だ
ろ
う
。

第
四
位
は
大
川

町
の
引
地
志
い
さ

ん
。
少
し
耳
が
遠

い
が
、
大
き
な
声

で
元
気
に
話
を
さ

れ
る
。
若
く
し
て

耳
が
遠
く
な
る
方

は
長
生
き
を
す
る

　
　
、
友
人
の

残
念
な
こ
と
に
殆
ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
　
「
き
よ
し
さ
ん
と
は
仲
が
良
く
ケ
ン
カ
一
つ

し
な
か
っ
た
」
な
ど
思
い
出
話
を
懐
か
し
そ
う
に

し
て
お
ら
れ
た
。

　
第
五
位
で
、
今
年
百
歳
に
な
る
渡
邊
き
よ
し
さ

ん
は
「
ど
つ
き
唄
」
の
名
人
で
あ
る
が
、
こ
の
日

は
「
さ
ん
さ
時
雨
」
を
朗
々
と
唄
わ
れ
た
。
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
手
を
合
わ
せ
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
百
歳
の

寿
命
を
下
さ
っ
た
神
様
と
、
大
切
に
し
て
く
れ
た

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
祈
り
で
あ
ろ

　
　
の

　
　
長

　
　
市

　
　
併
島

　
　
月
し

　
　
島
ぼ

　
　
藷欝

　
　
霧

　
　
錨

　
　
顯

　
　
　
▼

・
つ
。　

白
石
の
長
寿
者
の
方
々
は
、
皆
さ
ん
が
、
ご
家

族
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
。
特

別
敬
老
祝
金
は
、
ご
本
人
へ
の
祝
意
は
当
然
な
が

ら
、
大
切
に
扱
っ
て
お
い
で
に
な
る
ご
家
族
へ
の

敬
意
の
表
れ
で
も
あ
る
。
市
の
松
竹
梅
基
金
の
原

動
力
と
な
っ
た
0
さ
ん
は
、
一
生
針
仕
事
で
働
い

た
お
金
を
福
祉
の
た
め
に
市
に
寄
付
さ
れ
た
。
O

さ
ん
の
遺
志
を
生
か
し
、
名
前
の
公
表
を
辞
さ
れ

た
ご
遺
族
の
お
気
持
ち
を
考
え
た
と
き
、
私
は
い

つ
も
目
頭
が
熱
く
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
来
年
度
中
に
百
歳
に
な
ら
れ
る
四

名
の
方
々
は
、
い
ず
れ
も
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お

ら
れ
る
。
弥
治
郎
の
佐
藤
福
治
さ
ん
は
、
晩
酌
の

お
酒
が
き
れ
る
と
、
鎌
先
の
酒
屋
ま
で
一
升
瓶
を

持
っ
て
二
㎞
の
道
の
り
を
往
復
さ
れ
る
。
沢
端
町

の
峯
村
熊
治
さ
ん
は
、
東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅

開
業
十
周
年
記
念
の
一
日
駅
長
を
勤
め
ら
れ
た
。

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
た
不
動
の
姿
勢
は
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
大
評
判
で
あ
っ
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。

　
来
年
も
皆
さ
ん
が
、
ぜ
ひ
お
元
気
で
敬
老
の
日

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。



・
』
、

働
く
婦
人
の
家

　
　
水
彩
画
サ
ー
ク

」レ

戚
．

轟

⑲

　
　
　
　
　
　
　
魁

◆
・
・
き
き
き
2
き
，

羅用
一
、
装

絵
が
完
成
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
と
っ
て
も
快
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
垣
　
弘

　
水
彩
画
の
魅
力
に
憧
れ
て
私
た
ち
の

サ
ー
ク
ル
は
、
い
つ
の
間
に
か
開
講
以

来
は
や
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
日
程
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日

午
前
十
時
よ
り
二
時
間
ず
つ
で
、
会
場

よ
り
見
え
る
風
景
や
、
優
し
く
丁
寧
に

ご
指
導
く
だ
さ
る
小
室
惣
吉
先
生
の
持

ち
寄
り
の
題
材
を
写
生
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
九
名
で
、
皆
さ
ん
お
互
い
に

協
力
し
仲
良
く
助
け
合
っ
て
い
る
サ
ー

タ
ル
で
す
。

　
描
き
は
じ
め
た
こ
ろ
は
F
六
号
判
で
、

だ
れ
も
が
無
我
夢
中
で
仕
上
げ
る
の
が

精
一
杯
で
し
た
。
現
在
で
は
F
八
号
判

に
換
え
、
デ
ッ
サ
ン
か
ら
色
付
け
時
の

楽
し
さ
、
完
成
し
た
喜
び
、
そ
し
て
額

縁
に
入
れ
て
部
屋
に
掛
け
、
眺
め
る
の

も
ひ
と
し
お
、
心
和
む
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
後
、
も
っ
と
大
き
い
も
の
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
と
張
り
き
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
で
す
が
、
持

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

森
の
バ
レ
リ
ー
ナ

　
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ

［
・
総
難
羅
垂

　
近
年
、
岩
手
県
の
各
地
で
リ
ン
ド

ウ
の
栽
培
・
出
荷
が
盛
ん
に
な
り
、

秋
の
花
店
を
賑
わ
し
て
い
る
。

　
リ
ン
ド
ウ
が
日
当
た
り
の
良
い
草

地
に
生
え
る
の
に
対
し
て
ツ
ル
リ
ン

ド
ウ
は
コ
ナ
ラ
や
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の

明
る
い
林
内
を
好
む
。
八
～
十
月
、

淡
紫
色
に
焦
点
を
絞
っ
て
林
床
を
観

て
歩
け
ば
、
だ
れ
で
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う
，

．
舞
㍊
“
癖
薦

　
つ
・

　
し
一

　
■
。

　
－
』

　
し
び

　
つ
一

　
つ

く
℃
一
．

ウ
飾　

“

マィサー引』渥

　
　
　
　
　
　
　
つ

浪
、
鵡
／
、
菰

繋
『
菰
藷

　
ヨ
、
襲
、
、
璽
謄

轟
．
西
ゼ
．
、
器

越
　
　
“
ー
　
麟

子

ち
味
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
去
年
は
、
文
化
祭
に
も
初
め
て
一
般

公
募
と
し
て
出
品
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
は
先
生
の
計
ら
い
も
あ
っ
て
、
宮

城
水
彩
画
展
に
も
出
品
し
、
全
員
見
事

に
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
長
寿
の
時
世
に
因
ん
だ
ふ
さ
わ
し
い

趣
昧
と
思
い
、
余
暇
を
使
っ
て
、
気
の

向
く
ま
ま
楽
し
み
な
が
ら
、
体
力
の
続

く
か
ぎ
り
描
い
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

女
性
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の
方

も
鮮
や
か
な
水
彩
画
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

川原子のツルリンドウ

擁
華
塾
罪
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
片
の
間
に
小
さ
な
副
裂
片
を
つ
砂

　
　
け
て
い
る
。
蕾
の
と
き
、
こ
れ
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

に
片
縫
鴛
縮
様
　

こ
の
遷
は
、
－
ン
ド
濾
の
な
　

か
で
も
づ
型
の
方
で
あ
る
し
カ
し
、
幹

細
い
茎
が
曲
線
を
描
き
、
風
に
揺
ら
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

轄
硯
縫
凄
欝
蹄
牒
、
鯵

ン
ド
ウ
類
に
な
い
趣
が
髪
　
㎜

　
リ
ン
ド
ウ
科
に
お
け
る
ツ
ル
リ
ン
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

ド
ウ
属
の
最
大
の
特
徴
は
、
果
実
が
酔

液
果
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
舩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

雌
し
べ
が
受
精
し
た
後
、
子
房
の
壁
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

が
水
分
の
多
い
果
皮
に
肥
大
し
、
成
幹

熟
し
て
か
ら
も
乾
燥
し
な
い
た
め
に
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

で
き
る
の
で
あ
る
。
直
径
は
八
㎜
内
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

外
で
紅
紫
色
と
な
る
た
め
、
冬
、
林
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於

蘇
鶴
レ
献
R
霧
濯
騎
　
　

有
森
の
小
動
物
た
ち
は
こ
れ
餐
　

べ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
福
島
県
茂
庭
で
は
液
果
が
白
色
の
幹

品
種
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

則
鐸
繰
難
鴛
慧

つ
に
な
る
ホ
ソ
バ
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
と
硫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

い
う
別
属
の
種
類
は
七
ヶ
宿
町
横
川
幹

に
生
え
て
い
る
が
、
白
石
市
で
は
ま
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
於

6
き
多
き
～
～
多
～
～
多
き
～
2
2
8
ウ
↑
～
ウ

　ソニー白石セミコンダクタ（株）に入社し

て、今年で6年目になります。職場は品質保

証課に所属し、事務を行っています。

　品質保証とは簡単に言えば「だれもが安心

感、満足感を持ちながら、長く使用できるも

の。つまり、消費者が安心して、満足して買

うことのできる品質を保証すること」です。

　例えば、せっかくお金を出して買った製品

‘躍圏

ソニー白石

セミコンダクタ㈱

小野泰子さん
　（23歳・福岡）

の品質が悪かったら、どんな気持になるでし

ょうか。多分、二度と同じものを買うことは

なく、「あの会社は品質が悪い」として、その

イメージはいつまでも残るものです。「信頼

を得るためには時間がかかりますが、信頼を

失うのは一瞬」と言われます。信頼を失うこ

とはお客様を失うことでもあ1）ます。それだ

けに非常にや1）がいのある仕事です。

　白石市も少しずつ変化し、活気づいてきま

した。私の仕事が、白石の発展に少しでも役

に立てたらなあと思い頑張る毎日です、

●●●●●●●●●●●

1獅
・
違
生
涯
学
習

●
灘
冨
灘

“

　　圏蟹習　“自石ことぱを後世に／

　　　　　　　　　鈴木智恵子さん
　　　　　　　　　　（白石市十王堂北）

　この秋に行われます第4回全国生涯学習フェ

スティバルに、私たち「白石絵本を楽しむ会」

も参加することにな1）ました。

　白石に伝わる昔話や今ではほとんど使われな

くなってしまった“白石ことば”を、手作1）絵

本やかるたに甦らせた展示会をと思っています。

当日は、童話作家のわたりせつこさんや浜田広

介記念館の展示会も同時に開催されます。

　私たち会員が案内役を務めますので、どうぞ

ご家族おそろいでお越しになってください。

　
　
　
萱
　

叫
股
兵
三
選

　
　
　
　
予

　
ざ
る
も
の
は
寂
し
く
秋
の
日
は
大
き
城
跡
の
塁

　
射
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

　
し
わ
れ
を
夫
は
い
た
わ
り
朝
々
を
通
ふ
畑
の
青

　
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
忌
合
掌
の
ひ
と
と
き
テ
レ
ビ
よ
り
平
和
公
園
の

　
ぐ
れ
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

　
を
集
め
て
漬
け
し
茄
子
漬
の
色
彩
々
と
今
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

　
日
の
街
を
汗
ば
み
歩
み
来
し
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の

　
地
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
濱

　
得
ぬ
思
ひ
出
胸
に
し
の
ば
せ
て
苦
し
き
日
々
は

　
消
え
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

　
草
刈
ら
ん
と
す
る
に
片
麻
痺
の
夫
は
時
か
け
鎌

｝

多
覇
き
駈

耳
に
す
る
民
間
療
法
を
コ
ピ
ー
し
て
い
く
つ
か
ひ
ろ

ひ
ま
た
譲
り
頒
く
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

陽
の
沈
む
西
空
め
ざ
し
二
羽
の
鳥
揃
い
は
ば
た
き
遠

空
に
き
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

「
評
」
　
一
首
目
、
「
荒
城
の
月
」
の
｝
節
を
連
想
さ
せ

る
重
厚
味
の
あ
る
作
品
。
二
首
目
、
長
い
闘
病
生
活

を
し
た
妻
を
夫
は
労
り
な
が
ら
畑
に
通
う
青
々
と
育

つ
野
菜
に
生
き
る
悦
び
を
満
喫
す
る
。
三
首
目
、
黙

禧
を
捧
げ
る
静
寂
な
一
瞬
。
あ
の
日
と
同
じ
蝉
し
ぐ
れ

を
耳
に
し
な
が
ら
し
み
じ
み
と
平
和
を
祈
る
。

圏
鈴
木
貞
二
選

俳
譜
の
名
も
な
き
父
の
墓
洗
ふ
　
　
　
鈴
木
　
民
子

掃
苔
や
元
腺
の
墓
風
化
し
て
　
　
　
　
日
下
　
　
文

蔵
王
嶺
に
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
ぬ
雲
の
峰
　
　
三
浦
　
愛
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ん
だ
ん
に
忘
れ
ら
れ
ゆ
く
原
爆
忌
　
近
内
　
キ
ヨ

秋
暑
し
木
陰
に
憩
う
行
商
女
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

燈
り
た
る
色
ほ
の
ぼ
の
と
キ
ャ
ン
プ
の
灯
若
桑
げ
ん
じ

包
装
紙
も
て
鶴
を
折
り
原
爆
忌
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

「
評
」
一
句
目
、
一
人
静
か
に
好
き
な
俳
譜
で
一
生

を
終
っ
た
父
の
こ
と
を
、
墓
を
洗
い
つ
つ
偲
ん
だ
　

句
。
二
句
目
、
元
腺
時
代
の
古
い
墓
と
わ
か
っ
た
が
、

す
っ
か
り
風
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
三
句
目
、
毎

日
見
て
い
る
作
者
は
、
雲
の
峰
の
伸
び
ゆ
く
早
さ
を

感
じ
た
。

〇
十
月
例
会
は
、
十
月
二
十
五
日
（
日
）
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

下
心
入
れ
て
大
き
な
贈
り
も
の
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

　
　
臣
　
　
　
旨

旨
　
　
旨
旨

夏
祭
り
浴
衣
と
下
駄
が
よ
く
似
合
い

戦
後
に
は
大
和
魂
カ
ビ
が
生
え

ひ
と
歳
の
巡
り
の
早
さ
茄
子
の
馬

器
量
な
ど
条
件
に
な
い
嫁
不
足

秋
の
湯
に
夏
の
名
残
り
の
水
着
あ
と

牝
鶏
に
つ
つ
か
れ
嫁
ぐ
男
た
ち

一
「
評
」
一
句
目
、
贈
り
も
の
に
は
、

な
い
と
、

二
句
目
、
本
当
は
、

る
か
ら
尚
更
腹
が
立
つ
も
の
。

は
、〔

投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

ガ
キ
に
住
所
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
気
を
つ
け
翌

　
と
ん
で
も
な
い
下
心
が
入
っ
て
た
り
し
て
。
轍

　
　
　
　
　
自
分
も
少
し
は
反
省
を
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
三
句
目
、

ど
こ
で
ど
ん
な
目
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
パ
「

　
　
　
　
　
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広
彊

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
｝
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

き亭

　
　
』
｛
占
－
常
悶
－
舅
占
ー
悶
占
㎏

米
沢
礼
‡

　
　
　
　
ゑ

近
内
キ
ョ
　

　
　
　
　
一

小
野
嘉
津
子
盟

斎
藤
平
鑑

　
　
　
　
皿

一
條
芳
子
距

　
　
　
　
　

近
江
孫
太
郎
畷

　
　
　
　
輻

　
　
　
　
一

　
　
　
　
彊

　
　
　
　
炬

こ
の
世
‡

　
　
　
　
　

　
　
　
　
塾

　
　
　
　
b

　
　
　
　
引

　
　
　
　
豆

　
　
　
　
π

　
　
　
　
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
竃

　
　
　
　
一

　
　
　
　
盟

　
　
　
　
F

　
　
　
　
竃

　
　
　
　
，



、

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

1　　　　　　　　　　一1

　全国防犯運動が10月11日から10月20日まで

の間、全国一斉に実施されます。

　運動期間中、「全国防犯キャラバン」、「防犯

こけしメッセンジャー作戦」、「防犯パレード1

など、県内各地で多彩な行事が行われます。

　防犯運動に積極的に参加し、犯罪のない明

るく住みよいまちをつくりましょう。

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
中
学
生
、
高

校
生
を
中
心
に
、
万
引
き
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
な
ど
の
初
発
型
非
行
が
多
く
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
露
骨
な
性
描
写
を
盛
り
込
ん

だ
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
が
氾
濫
し
た
り
、
暴
力
団

が
少
女
売
春
等
の
少
年
の
福
祉
を
害
す

る
犯
罪
に
深
く
関
与
す
る
な
ど
、
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
の
有
害
化
が
目
立
ち

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、

関
係
機
関
、
団
体
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
総
合
的
な
非
行
防
止
対
策
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

o
白
石
警
察
署
管
内
の

　
　
　
　
少
年
非
行
の
現
状

　
　
　
　
（
平
成
四
年
一
月
～
八
月
）

①
　
非
行
少
年
等
の
検
挙
補
導
数
は
、

　
百
九
十
九
人
で
、
前
年
同
期
の
百
四

　
十
二
人
に
比
べ
五
十
七
人
（
四
〇
・

　
一
％
）
増
加
し
て
い
る
。

②
刑
法
犯
少
年
は
、
四
十
人
で
そ
の

　
中
で
万
引
き
・
自
転
車
盗
・
オ
ー
ト

籔
粛
難

　
　
魯
瀦
　
。

　
バ
イ
盗
が
十
九
人
（
四
七
・
五
％
）

　
を
占
め
、
初
発
型
非
行
の
蔓
延
化
が

　
見
ら
れ
る
。

③
不
良
行
為
少
年
は
、
百
五
十
八
人

　
で
前
年
よ
り
五
十
九
人
（
五
九
・
五

　
％
）
と
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
中
で

　
喫
煙
が
六
十
人
で
全
体
の
三
七
・
九

　
％
を
占
め
、
特
に
高
校
生
に
広
が
り

　
が
見
ら
れ
る
。

●
●
●
・

行
楽
期
の

　
　
交
通
事
故
防
止
運
動

呉　竃護望

．嶺拶

　
風
光
明
媚
な
秋
！
紅
葉
狩
り
、
芋
煮

会
と
行
楽
に
は
最
適
な
季
節
と
な
り
、

家
族
や
職
場
、
グ
ル
ー
プ
で
の
旅
行
な

ど
、
車
を
利
用
し
て
外
出
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
酒
飲
み
運

転
な
ど
の
無
謀
運
転
は
絶
対
に
や
め
、

ゆ
と
り
あ
る
行
動
に
な
る
よ
う
心
が
け

ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
収
穫
で
忙
し
い
こ
の
時
期
に

は
、
不
慣
れ
な
農
作
業
車
の
操
作
ミ
ス

に
よ
る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
農
作

業
車
の
操
作
訓
練
を
十
分
に
行
い
、
こ

の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

・
つ
。

　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
1
－

保
険
料
を
未
納
に

　
　
　
　
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
ケ

ガ
や
病
気
で
障
室
呈
伯
と
な
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
共
施
設
の
整
備
に

　
　
　
　
　
役
立
つ
簡
保

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の

簡
易
保
険
積
立
金
は
、
地
方
公
共
団
体

が
行
う
事
業
の
資
金
と
し
と
融
資
さ
れ
、

公
共
施
設
の
整
備
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
の
市
内
に
お
け
る
融
資

対
象
事
業
と
融
資
額
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

o
小
原
小
学
校
校
舎
建
設
事
業

　
　
　
　
　
一
億
四
千
八
百
八
十
万
円

o
小
原
小
・
中
学
校

　
　
　
共
用
体
育
館
建
設
事
業

●

　
ま
た
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
も
年
金
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で

な
／
＼
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
自
分
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
年
金
制
度

を
守
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
二
つ
以
上
の
年
金
を

　
　
　
受
け
ら
れ
る

　
　
　
　
よ
う
に
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金
制
度
は
、
「
一
人
一
年
金
」

が
原
則
で
す
。

　
二
つ
以
上
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
場

合
は
、
年
金
を
受
け
る
人
の
選
択
に
よ

っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
入
が
六
十
五
歳
に
な
っ
て
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
二
つ
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
重
複
し
て
年
金
を
受
け
た
場
合
は
、

片
方
の
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
豊

二
五
ー
二
二
一
（
内
線
）
一
三
七
へ
。

　
簡
易
保
険
資
金
の
融
資
を
受
け
て
建

て
ら
れ
た
市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し

ま
す
。

○
日
時
十
月
二
十
九
日

　
　
　
　
午
前
九
時
ー
午
後
一
時

○
場
所
白
石
郵
便
局
会
議
室
へ
午

　
　
　
　
前
八
時
五
十
分
ま
で
集
合

o
応
募
方
法
　
参
加
希
望
者
は
、
は
が

　
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
載

　
し
、
白
石
郵
便
局
保
険
課
へ
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

　
※
先
着
四
十
名
に
な
り
次
第
締
め
切

　
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
さ

　
れ
た
方
へ
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま

　
す
。

o
そ
の
他
　
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
白
石
郵
便
局
保
険
課
盈

二
五
－
二
七
四
五
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●

　
　
　
　
　
　
六
千
六
百
八
十
万
円

○
温
泉
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
二
百
万
円

O
患
者
輸
送
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
百
七
十
万
円

　
　
　
つ
ロ
　

　
　
　
ー
ゴ
　
　
感

　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
潔

　
　
　
　
　
　
［
蕊

賜
醐
　
、

慧

イ
保
資
簾
学
会

▲小原小学校

●

3
い
計
量
・
ゆ
た
か
な
く
ら
し

　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
《
計
量
器
定
期
検
査
》

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
十
月
十
二
日

か
ら
十
九
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
取
り
引
き
証
明
に
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
中

に
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
は
か
り
は
、
正
し
く
使
っ
で
、
正
確
に

計
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
費
二
五

－
二
二
二
内
線
）
一
一
二
二
、
三
一
三

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計量器の検査日程

検査場所
越河公民館
斎川公民館
大平公民館
小原公民館
大鷹沢公民館

白川公民館
福岡公民館

対象地区
越　　河
斎　　川
大　　平
小　　原

大鷹沢
白　　川
福　 岡

検査時間
10：30～12：00

13：3（｝～14：30

工0：30～12：00

13：30～14：3（1

10：30～12：00

13：30～14：30

10＝30～12：00

月　　　日

10月12日（月）

　　〃

10月13日（幻

　　〃

10月14日㈱

　　〃

10月15日（木）

市役所
白石1南町、田町、本町、中町

長町、亘理町｝
13：30～15：00

戸’

お役所

市役所

白石1短ヶ町、新町、西益岡、

東益岡、中益岡、清水小路、寿

町、柳町1

白石（本郷第一、二、三、四、

存山、緑が丘、旭町、鷹巣、上

郡山、郡山、小下倉1

0
　
　
0
・

12

15
ト
～

叙
o
り

㏄
3

10月16日働

10：3（）～12：0

13：〔）0～15：0

10月19日（月）



　
選
挙
人
で
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
方
は
、
自
宅
に
お
い
て
投
票
の
記
載

を
し
、
こ
れ
を
郵
送
す
る
方
法
（
以
下

「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
と
い
う
）

に
よ
り
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〈
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
こ

の
制
度
の
利
用
か
で
き
ま
す
。
〉

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
、
体

幹
、
移
動
機
能
障
害
等
の
障
害
の
程
度

が
一
級
も
し
く
は
二
級
と
記
載
さ
れ
て

い
る
方
。

　
ま
た
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀

胱
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
一

級
～
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

　
②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
、
体
幹
、

移
動
機
能
障
害
等
の
障
害
の
程
度
が
恩

給
法
別
表
の
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

　
ま
た
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
恩
給
法

別
表
の
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
と
記

載
さ
れ
て
い
る
方
。

　
以
上
の
条
件
の
ほ
か
、

　
選
挙
入
が
歩
行
等
が
著
し
く
困
難
の

た
め
、
投
票
日
当
日
、
「
自
ら
投
票
所
に

行
け
な
い
こ
と
」
と
「
自
書
が
で
き
る

こ
と
」
　
（
点
字
を
除
く
）
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

　
〈
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
の
手
続
〉

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る

方
は
、
事
前
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
を
添
え
て
、
申
請
書
に
本
人
自
身
が

署
名
（
点
字
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
し
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
（
四
ヶ
年
有
効
）

の
交
付
を
受
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
郵
便
投
票
の
方
法
）

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る

方
は
、
選
挙
期
日
四
日
前
の
午
後
五
時

ま
で
に
、
本
入
が
自
ら
署
名
し
た
請
求

書
と
郵
便
投
票
証
明
書
を
提
示
し
て
、

投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
（
内
封
筒
と

◎直接請求または、解職請求に必要

　な選挙人の数

　・条例の制定または、改廃の請求、

　監査の請求等に必要な人数

　　　　　　　　　　　　　636へ

　・議会の解散の請求、議員・市長等

　　の解職の請求に必要な人数

　　　　　　　　　　　10，589人

外
封
筒
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
交
付
を
受
け
た
ら
、
自
ら
候
補
者
の

氏
名
を
記
載
し
て
、
内
封
筒
に
入
れ
封

を
し
ま
す
。
さ
ら
に
外
封
筒
に
は
投
票

し
た
月
日
、
場
所
と
選
挙
人
の
氏
名
を

自
書
さ
れ
、
内
封
筒
を
入
れ
て
封
を
し

ま
す
。
あ
と
は
通
常
の
郵
便
封
筒
に
入

れ
、
封
を
し
て
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
対
す
る

干
渉
や
秘
密
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
、

投
票
干
渉
罪
、
せ
ん
動
罪
等
の
罰
則
を

も
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
二
十
五
日
は
市
長
選
挙
、

白
石
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

　
日
頃
か
ら
「
三
な
い
運
動
」
（
贈
ら
な

い
。
求
め
な
い
。
受
け
と
ら
な
い
。
）
に

心
が
け
”
違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
が

行
わ
れ
る
郷
土
、
白
石
市
づ
く
り
”
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
　
廿
二
五
－
一
二
二
　
（
内

線
）
六
一
〇
・
六
二
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●

瀞 　
　
襲

　
『
躍

　
膵

。
　
▲
謡

　
羽
器

　
▼
儲

ー
　
竃

皿
　
、
環

　平成4年9月1日を基準日とし、

9月2日に選挙入名簿に登録された

登録者数は次のとおり です．

計
入

女
入

男
尺

o
　
　
数

む生
　
者

｛
権育

名

　
　
区

　
　
地

14．6947．7586．936石白

1，808919889河越

1．257641616llI斎

2，0391．069970平大

2．1391．0741．065大鷹沢

1．684870814llI白

6．8203，4923．328岡福

1．326686640原小

31。76716．50915．258計合

へ
㌔

へ
。
O

po5て

　
　
　
彩
鼻

■

　
　
わ
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
世
界

　
的
に
も
例
を
見
な
い
速
さ
て
進
展
し
て

　
い
ま
す
。
西
暦
二
千
年
代
に
入
る
と
、

　
生
産
八
口
の
減
少
と
い
っ
た
、
か
つ
で
、
経

　
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
象
が
生
し
、
労

　
働
力
供
給
面
の
絶
対
的
制
約
を
受
け
る

　
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
活
力

　
あ
る
経
済
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
．

　
高
年
齢
者
の
労
働
力
の
活
用
が
不
可
欠

　
で
す
。

　
　
そ
こ
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
ρ
白

　
石
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
次
の
ユ

　
と
に
重
点
を
お
い
で
、
雇
用
環
境
の
一
層

　
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
・
六
十
歳
定
年
を
基
盤
と
し
た
六
十

　
　
　
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
促
進

　
　
・
高
年
齢
者
の
再
就
職
の
促
進

　
　
・
定
年
退
職
後
の
臨
時
的
、
短
期
的

　
　
　
な
任
意
就
労
の
場
の
確
保

　
　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

　
に
、
高
年
齢
者
の
も
つ
知
識
、
経
験
等

　
を
活
か
せ
る
機
会
と
雇
用
就
業
の
場
の

　
提
供
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
と
関
係

　
各
位
の
方
々
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願

●
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

水
道
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
水
道
水
の

　
　
白
い
濁
り
に
つ
い
て

　
「
水
道
水
が
白
く
濁
っ
て
い
る
の
で

す
が
：
：
：
」
と
、
最
近
水
道
事
業
所

に
電
話
等
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す

が
、
「
白
く
濁
る
」
原
因
は
、
水
道
管
内

に
あ
る
「
空
気
」
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
水
が
蛇
口
か
ら
出
る
と
き

に
、
水
道
管
内
の
圧
力
が
変
化
し
て
、

水
に
溶
け
て
い
た
空
気
が
出
て
き
て
無

数
の
気
泡
に
な
る
た
め
な
の
で
す
。
こ

れ
は
、
少
し
水
を
汲
み
置
き
し
て
お
く

と
自
然
に
消
え
ま
す
の
で
全
く
心
配
い

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
水
道
事
業
所
で
は
、
少
し
で

も
水
道
管
か
ら
の
「
空
気
」
を
取
り
除

く
た
め
に
、
水
道
管
の
点
検
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

○
漏
水
に
こ
注
意
／

　
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
前
回
に
比
べ
て
急
に
水
道
の
使

用
量
が
増
え
た
よ
う
な
と
き
は
要
注
意

で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
全
部
の
水
道

の
蛇
口
を
閉
め
て
、
メ
ー
タ
ー
内
の
表

示
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
動
い
て
い

れ
ば
「
漏
水
」
の
可
能
性
が
大
で
す
。

急
い
で
白
石
市
公
認
水
道
工
事
店
へ
連

絡
し
て
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

「
水
」
は
限
り
あ
る

資
源
の
一
つ
で
す
。

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
／

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
月
忘
れ
ず
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
支
払
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
届
出
印
を

持
参
す
れ
ば
、
す
ぐ
手
続
き
で
き
ま
す
。

〒
九
八
九
…
〇
二

　
白
石
市
城
北
町
四
番
六
号
（
奥
州

　
街
道
ふ
れ
あ
い
の
館
内
）

　
　
白
石
市
水
道
事
業
所

　
　
　
　
　
　
倉
一
五
ー
五
五
二
二

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

牌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

○
水
道
料
金
も
忘
れ
ず
に

　
平
成
二
年
度
か
ら
下
水
道
料
金
も
一

緒
の
請
求
と
な
っ
た
た
め
、
う
っ
か
り

納
入
を
忘
れ
る
と
、
思
わ
ぬ
金
額
と
な

　
　
友
人
と
京
都
旅
行
最
後
の
日
、
ど
こ

　
を
見
学
し
よ
う
と
街
角
で
迷
っ
て
い
る

　
と
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
か
ら
「
一
時

　
間
三
千
円
で
案
内
し
て
あ
げ
よ
う
」
と

　
声
を
か
け
ら
れ
、
頼
む
こ
と
に
し
た
。

　
　
見
学
の
途
中
、
運
転
手
が
「
知
入
が

　
和
服
の
製
造
を
し
て
い
る
。
め
っ
た
に

　
人
に
見
せ
な
い
が
、
今
日
は
O
K
が
出

　
て
い
る
」
と
い
う
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ

　
ン
ス
と
思
い
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　
　
店
の
人
は
「
デ
パ
ー
ト
で
は
百
万
円

　する

品
を
原
価
で
…
…
こ
ん
な
話
は
二

　度と

な
い
よ
」
と
言
葉
巧
み
。
催
眠
術

　
に
か
か
っ
た
よ
う
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
申

　
　
タ
タ
シ
ー
に
も
ど
る
と
、
現
場
に
い

口
し
込
み
用
紙
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。

な
か
っ
た
は
ず
の
運
転
手
が
す
べ
て
を

知
っ
て
い
る
口
ぶ
り
、
は
じ
め
て
お
か

話
で
も
解
除
希
望
を
受
け
入
れ
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
で
無
事
解
決
で
き
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
旅
行
先
の
ト
ラ
ブ
ル

で
も
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

し
い
と
思
っ
た
・
　
　
　
　
口

　
こ
の
場
合
、
店
が
最
初
か
ら
売
る
こ
口

と
を
目
的
に
見
学
さ
せ
た
と
思
わ
れ
、
　
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

訪
問
販
売
法
の
対
象
と
な
り
、
タ
ー
リ
昌

ン
グ
オ
フ
も
可
能
と
判
断
。
手
続
き
を
目

す
る
よ
う
助
言
し
た
。
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
一
方
、
店
の
責
任
者
に
契
約
解
除
の
昌

電
話
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
店
で
は
「
電
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

『
亘
亘
亘
亘
亘
亘
亘
口
典
亘
典
亟
o
璽
o
唾
堕
亟
o
亘
亘
亘
亘
亘
亘
亘
麺
亟
璽
亘
ロ
ロ
』

　N　TTでは、耳や言葉の不自由な

方のために、電話に関する各種ご相

談をファックスで受け付けるサービ

スを行っています。

oこんなときは

・電話機やファックスの調子が悪い

　FAXO120－099－201

年中無休　　24時問サービス

・引っ越し等で電話機やファックス

　を移転したい

・電話機やファックスを買い換えたい

FAXO120－116－892
平日　9時から17時までサービス

土・日曜日、祝日、年末年始は休業

電話番号案内を利用したい

FAXO120－000－104
年中無休　9時から17時までサー

　　　　ビス

料金　1番号案内ごとに30円、1

　　通信では3件までの案内

電報を発信したい

FAXO120－433－115
年中無休　8時から22時までサー

　　　　　ビス

※22時から翌朝午前8時までは緊

　急電文のみ受付

料金　通常の電報料金

　　・へご連絡ください。担当より

ご返事をお送りします。

※NTTファックスヘの着信は無料



ユ北．塁勢ドし5恥し 休館日10月14日・10月28日

曙観 馴

紅葉の白石川漢谷とスパッシュランド撮影会

及び写真コンテスト

白石川上流とスパッシュランドに

スポットをあて、自然と建物の妙を

レンズでとらえてみませんか。

O主催白石市文化体育振興財団

○共催白石市
o後援河北新報社、小原温泉旅館組合

〔撮影会〕

0日時10月25日（日）

　　午前9時から午後3時50分
※午前8時30分　市役所集合

O参加費　2，000円（入館料、昼食代

　　　を含む）
O対象者　50名（写真に興味のある

方ならどなたでも結構です。）定員

になり次第締め切らせていただき

ます。

○撮影場所

小原温泉遊歩道、スパッシュラン

ド（水着モデル撮影会）、材木岩

※雨天の場合は、撮影場所を変更

さい。参加者の方には、

スパッシュランドのオリジナルタオ

ルを差し上げます。当日は水着、ス

イミングキャップ等をご持参くださ

いo

（写真コンテスト）

O日時10月31日（土〉～11月4日（水）

○場所スパッシュランドしろいし

Q作品受付期日・場所

10月27日（火）午前8時30分～午後

1時までに市役所第3会議室にご

持参ください。

o作品規格　サービス判カラーのみ

（ネガも一緒に提出してください）。

なお、応募された作品・ネガはス

第4回全国生涯学習フェスティバル事業

スパッシュランド水泳大会

O日　時　10月31日（土）午後4時

30分集合、午後5時開会

o場所　スパッシュランドしろいし

o主催白石市文化体育振興財団

O参加費　一人1，000内

　（ただし、小・中学生は500円、

応援団は無料です）

　n〆　　輔　　心’鎚q

パ論　　馴
鴛職泌頁．軽
惨峯　　　　　　　・

o対象者　白石市民または市内に職

場を有する方

ウ
、聡罰

パッシュランドしろいしに帰属す

るものとし、返却いたしませんの

でご了承ください。

o応募方法　応募票に住所、氏名、

電話番号、ネガN　O、作品タイト

ルを記入して左記期日に提出して

ください。

o表彰　投票の結果、下記の賞を決

定します。

・金賞（1名）　賞金3万円

・銀賞（1名）　賞金2万円

・銅賞（3名）　賞金1万円

・スパッシュランド賞（5名）

　　　　　　無料招待券

○競技種目

・自由形　男女50m、100m

・平　泳　男女50m、100m

・リレー　男女200m

○申し込み方法　10月20日（火）ま

でに直接スパッシュランドしろい

し智29－2326にお申し込みくださ

いo

q＆卜

Q：どんな教室を実施していますか？

A＝現在は水泳教室、エアロビクス

教室、トレーニング教室を実施して

います。

①水泳教室…旧市内の方を対象に9

月から11月までの毎週火曜日と木曜

日の午前10時30分から1時問実施し

ています。

②エアロビクス教室…9月19日（土）

から11月21日までの毎週土曜日の午

後2時から1時問実施しています。

◎トレーニング教室…9月から12月

までの毎週木曜日と金曜日の午後5

時から3時間実施しています。　　『

どの教室も利用料金のみ個人負担

で、受講料は無料です。

Q：バーデゾーンとは何ですか？

A：ドイツ語のバーデン（温泉）と

ゾーン（場所）を組み合わせた言葉

で、スパッシュランドしろいしの2

階にあります。超音波湯、寝湯、歩

行浴、うたせ湯、サウナ等、15種類

のお風呂、シャワーがあ1）、ご家族

一緒に楽しめます。水着着用でご利

用ください。

また、バーデゾーン利用は、全館

利用の方だけとなっております。

今
月
は
コ

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は
、

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

　
②
土
地
は
適
正
に
計
画
に
従
っ
て
利

　
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
0
土
地
は
投
機
的
な
取
引
の
対
象
に

　
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
④
土
地
の
価
格
が
道
路
、
鉄
道
の
整

　
備
や
人
口
、
産
業
の
動
向
な
ど
に
よ

　
っ
て
増
加
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
に
応
じ
、
適
切

　
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
き
、
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を

防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出

一定の面積以上の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要です。

　届出の必要な土地
都市計画区域

5，000㎡呈塵甕轟

都市計画区域以外の区域

10，000㎡墨。　総．．。

ρ　　1

●売買　　●代物弁済

●交換　　●共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権・賃借権の設定、譲渡

●譲渡担保●予約完結権・買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前

に届出が必要です。

一団の土地取引
個々の取引面積は小さ

三i藩蕪盧塾難i》□日補liil』
売る人　（土地）買う人

　　　　　囮邑
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個々の取引それぞれにつ
いて届出が必要です。　　（い＋ろ十は十に）≧一定面積　（イ＋ロ＋八＋二）≧一定面積 で
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ま’でにしましょう。 す

仙台と名古屋だけに弾き語り継がれている平曲

鎌倉時代に始ま1）、明治時代

に衰退したと言われる平曲。今

また古典芸能文化の復興ととも

に、平曲の音色が人々の心をと

らえています。

教室では「弾き語り」の実技

指導を行います。

o募集対象　どなたでも参加で

きます。小・中・高校生も大

歓迎です。

0開　講　11月から毎月2回。

詳しくは後日連絡します。

○講　師　宮城県唯一の指導者

　　　山内とも子先生
o受講料　無料。ただし資料代

は自己負担

o問い合わせ・申し込み先

10月末日まで古典芸能伝承の

館「碧水園」費25－7949へお申

し込みください。



※市民会館会場は夜の部あ1）

○場所
・白石市民会館

　展示の部、音楽民謡民舞発表の部

・碧水園

　古典芸能発表の部

o参加対象　市民一般

○主催白石市文化協会

央公民館内）費26－2453

　　髪，．藤

⑪子育て開放講座の開催について

第4回全国生涯学習フェスティバ

ルの協賛事業として、下記によ1）「子

育て開放講座」を開催いたします。

講師は、日本で初の五つ子ちゃん

誕生のときに保育指導した山内逸郎

先生です。ぜひ、開放講座にご来館

ください。

O日時10月24日（土）14時～
○会場　白石市中央公民館大ホール

○演　題　　「子育ての原点」

○講　師　国立岡山病院名誉院長

　　　山　内　逸　郎　先生
o入場料　無料

※当日は、託児を行います。

※希望者には、皇族の紀子様も参考

にしている育児の本をと1）そろえ

ており、山内先生のサイン会も行

います。

子ども会活動の普及と拡充強化を

目的に、去る8月30日（日〉、東中学

校グランドを会場に、子ども会ソフ

トボール大会が開催されました。

市内の小学校10校から12チームが

参加して熱戦が繰り広げられ、次の

チームが入賞しました．

優勝越河小学校区チーム
準優勝　深谷小学校区チーム

第3位　福岡小学校区チーム

　〃　　大鷹沢小学校区チーム

’庸　冨 特別講座受講生募集

名取市働く婦人の家講座生との

　交流料理教室にあなたもどうぞ／

o第1回

・日時10月26日10時～12時
・場所白石市働く婦人の家

・講　師　畠　つね先生

・材料代実費

o第2回

・日時11月6日
　　　9時集合～15時解散
・場所名取市働く婦人の家

・講　師　名取市料理講座講師

　　　　佐々木　とくえ先生
・参加費　1，200円位（バス代等）

・材料代　実費

O募集定員　20名

※2回出席できる方

○内　容　名取市、白石市の働く婦

八の家講座生が合同で、それぞれ

の館において、地域の料理を学び

他館との交流を図1）ます。

白石市では“う一めん料理“を

作り、名取市では“はらこめし辱『

を作1）ます。その後、佐々直のさ

さかま工場を見学します。

○その他　エプロン、三角布を持参

してください。
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010月の休館日

5・10・11・19・25日

※3歳以上の託児も行っています，

働く婦人の家　盈25－5095

　　　　酉

「紙王ゐ・ら一一’一 ”一『’l

lお礼申しあげます

　生活基盤の整備や白石城復元資金1
、として、次の方々からご寄付をいたl

lだきました。紙上からお礼申しあげ，

、ます。

　跡邊武雄氏、南町子供みこし　代1

1表佐久間定洋氏、白石市柔道協会

1会長小形伊勢蔵氏、白石こけし業協

、 同組合　理事長柴田康武氏、川井静l

l子氏、制野直衛氏、佐久間吉光氏、，

1安藤昭三氏、安藤正孝氏、佐藤守男、

1氏、梶川武之氏、大槻トメ氏、白石・

・第二小学校平成3年度卒業生保護者、

代表力丸千恵子氏、西谷正義氏、㈱

青木製作所代表取締役青木稔昭氏、

1㈹白石青年会議所理事長日下清氏、

佐藤栄作氏、日下宗夫氏、大野徹氏、

（有）筑波ホテル　代表取締役齋藤善夫

氏、白石市第二城南土地区画整理組

合　理事長成沢久一郎氏、㈲ナガサ

カ　代表取締役小野累子氏、登滝会・

本陣友の会　会長我妻亮吉氏、四釜

新市氏、佐藤栄蔵氏、小川邦一氏、

上西勇治氏
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　し　お
塩に関する料理用語にはい

ろいろあ｝）ます。

〔化粧塩〕

鯛、鮎の姿ダ、尭きなど美しく

見せるために、サラッと塩を
ふること。

〔塩じめ〕

生、魚に塩をたっぷりふって

脱水させて身をしめること。
〔尺塩〕

ふり塩をするとき、一尺（約

30センチ）の高さからふると
まんべんなくふれる。
〔立て塩）

塩水で、魚介類を洗った1）、

薄い塩味をつけること。
（迎え塩）

塩分の多い食品の塩抜きを

するとき、水に加える塩のこ

とで呼び塩ともいう。

o㊤⑪●o⑦●
薄味でしっとり．煮、南めるの

であっさり味、

　　　、なすまたは
ししとう等を．煮て一一緒に，瀞り

合わせてもよい
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白石市食生活改善推進員

立田ふぢ子さん（福岡）

　　　　戸　　　　「

消費生活モニター調査結果表

品　　　目

2．小　　麦　　粉

1．食　　パ

．即席中華めん

4．砂　　　　糖

5．し　ょ　う　ゆ

6，サラダ油
7，マーガリン
8．牛　　　　乳

9．バ　　タ

10．ティ！ンユベーパー

11．ラ

12．アルミホイル

13．洗たく用合成洗剤

M、理　　髪　　料

15．バーマネント料

16．クリーニング

17．カレーラィマ、

18．灯　　　　油

19．レキュ弓一ガソリン

21）．軽　　　油

規 格

並食1袋6－8枚切

薄力粉1kg
袋入肚）1009

上白糖1kg
上級濃口1尼ポリ容器入り

カルトン入リソフト225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入｝）2259

400枚（200組〉紙箱入り

幅30cm、長さ20m

幅25cm、長さ8m

コールドショート

小学生調髪

長袖ワイシャツ

外食並1皿

18尼店頭価格

18¢配達料込価格

1¢現金

1尼現金

今　　月〔円）

最高価格　最1氏価格

　　150
154

　　138
230

　　80
　　193

252

300
　　265
　　283

380

203
　　180

234
　　208

390
　　327
　148
　　183　255
　165
　830　　648

2，000　　1，500
7，500　　5，200

　200　　170
　600
　　810　900
　950　　947．60

　　117　127

　　68

平均価格（円）
今　月

151

180

236

291

194

215

361

121

218

128

745

1，820

6，200

188

490

855

903

123

調査年月日　平成4年9月1日

　　　士ヒ　　　　車咬　　190）

前　月　前年同月　　　前　，目　　　　　前年同月
　　　　98，7　　　　　94．4　　160

153

　　　　84．9　　　　　87，8　　205
212

　　　107，8　　　　　101．2
　　　　　94．4

236
　　250　　　100．8
　　　　　96．4　　　　99．3　　302

293

　　　100．9　　　　　88．6
347

　　395
　　　100，0　　　　　99．0

194
　　196
　　223　　　　　96、4　　　　93．5

230

　　　　　98．9　　365　　　　98，9
365

　　　　　83，4　　　　94．5　　145
128

　　213　　　119，1　　　　　102．3
183

　　　　　101．6
158

　　126　　　　81，0
　　　　　103，8　　　　94．9　　718

785

　　　　99，0　　　　　111．0　　1，6401，839

　　　　　99，4　　6，240　　　101．96，085

　　　　　1q1．6　　　　99，5　　185
189

　　　100．0　　　　　105，4
490

　　465
　　　　　95．5　　895．29　　　　99．4860，08

　　　　　105，9　　　100．3900．52　　952．66

　　　　　98．4　　　100，8
122

　　125
　　　　　107．1　　　101．4

（上昇品目）

即席中華めん、

マネント料、

プ
ツ
由

ラ
軽

（下降品目）

食パン、小麦粉、しょうゆ、

牛乳、バター、ティッシュ

ペーパー、アルミホイル、

洗たく用合成洗剤、理髪料、

クリーニング、灯油

（横ばい品目）

砂糖、サラダ油、マーガリ

ン、カレーライス、ガソリ

ン

※全体として対前月比0．2

％上昇しています。
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平成5年度
白石市第一・第二幼稚園児募集要項

o募集人員
第一幼稚園　105名

第二幼稚園　92名

※入園希望者が募集人員を越えた場

合は抽選となる場合があります。

o募集対象児

　・満5歳児（昭和62年4月2日か

　ら昭和63年4月1日までに出生

　した者）

　・満4歳児（昭和63年4月2日か

　ら平成元年4月1日までに出生

　した者）

　・満3歳児（平成元年4月2日か

　ら平成2年4月1日までに出生

　した者）

o入園資格　白石市在住者であるこ

　　　　　と。

○保育料　月4，600円

O募集期間　11月4日～11月10日

O入園手続き　入園願書を希望する

幼稚園から受け取『）、必要事項を

　記入のうえ押印し、募集期間中に

提出のこと。

O入園願書受付

　・受付場所　希望する幼稚園の事

　　　　　務室
　・受付時間　9時～16時（月～金）

　　　　　　9日寺～11日寺（土）

○その他

　・入園許可後入園資格に違反して

　いたことが明らかになった場合

　は、入園取り消しにな1）ます。

　・小学校の学区とは関係あト）ませ

　ん。
　・幼稚園の振興をはかるため、市

　民税の課税状況により保育料を

　減免する制度があります。

　　詳しくは、市教育委員会学校

　教育係費25－2111（内線）408へ。

璽
．
憲
，
燈

豚
e
・
レ

私立幼稚園の
　　　　園児募集

　市内の私立幼稚園では、下記によ

り平成5年度の園児を募集いたしま

す。

O入園願書の交付　10月1日（木）

　以降、各幼稚園で配付

O入園願書の受付　11月2日（月）

　午前9時より、各幼稚園で受付

　詳しくは、下記の幼稚園（宮城県

私立幼稚園連合会白石ブロック）へ

問い合わせください。

　・めぐみ幼稚園　盈26－2476

　・ひかi）幼稚園　昏26－3390

宮城県立

白石高等技術専門校から
　お問い合わせ白石高等技術専門校岱25－2444
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　平成5年度

　OA経理科訓練生募集

O訓練期間　1年（平成5年4月か

　ら平成6年3月まで）

o応募資格　高等学校卒業以上で、

おおむね30歳までの方、ただし、

義務教育修了者の場合は、20歳以

上で高等学校卒業者と同等以上の

学力を有する方

○定員20人
O試験日　11月2日（月）

受付　8時30分～9時10分

筆記試験（国語、数学）

　　　9時20分～11時30分

面接　12時30分から

O願書受付

10月1日～10月20日

o応募手続き入学願書（各高等技術

専門校、県庁職業能力開発課又は

公共職業安定所にあ『）ます）に関

係書類を添えて提出してください。

向上訓練生募集
O日　時　11月4日～11月5日

　　　　9時～16時

o講座内容
　O　A経理科（ワープロ講座）

　事務文書の作成と編集、図表の

　作成、表計算（事務所等で経理

　事務等に従事している人）

O定員10名
o受講料無料

o申し込み方法　電話で申し込んで

　ください。ただし、定員になり次

第締め切ります。

　一日技能講座生募集

O日時11月6日9時～12時
O講座内容・定員

　O　A経理科（ワープロの基本操

　作）　　　　　　　10名
　・建築科（ちりとり作成）10名

o受講料無料

○申し込み方法　電話で申し込んで

　ください，ただし、定員にな1）次

第締め切1）ます。

子供グリーン
　レンジャー募集

～きれいな水

　　さわやかな空気を後世に～

　雄大な南蔵王の緑を守1）、安心し

て住みよい郷土をつくるため子供グ

リーンレンジャーを募集します。

O対象・定員　市内に住む小学校5

　　6年生、男女で10名程度

O活動日　毎月1回第三日曜日

　※月2回になることもあります。

O活動内容
　・木の名前を覚えてもらうための

　標本作1）。

　・木の実からの苗木の育成と管理

　・苗木の植林と成長の記録取り

　・沢歩き、木登り

　その他、森作『）に必要なことを

　します。

○経費年額2，000円
O連絡先　白石市東町1－10－36

　　　蔵王のブナと水を守る会

　　　費25－2368（鈴木会長宅）

　　　智24－5579（秦事務局宅〉

自衛官を
　募集しています

o募集種目

　2等陸・海・空士
　※男子は通年募集しています。

　・看護学生

　受付　10月1日～10月31日

　・防衛大学校生

　受付　10月1日～10月26日

　・防衛医科大学校生

　受付　10月1日～10月26日

○申し込み先　市役所市民課費25－

　2111（内線）130、または大河原募

　集事務所費0224－53－2185へ。
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市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿　山

型　式

K

3　K

家　　　賃
1敷金は3月分｝

3，000円一

　7，400円

3，300円一

　3，500円

空家
戸　数

6戸

14戸

　　　　　　　　　■◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑か丘

新館

城　南

型　式

3DK’

K

3DK

家　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

6，200円～
　12，600円

22，000円

空家
戸　数

11戸

5戸

1戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係豊25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい。

緑が丘県営住宅
　　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収人基準198，000円以下）

団地名

寿　山

型　式

K

家　　賃
（敷金は3月分）

14，500円一

　16，500円

空家
戸　数

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課奮022－

224－0014へ。
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後期技能検定
受検申請時期せまる・

　技能検定は、働くみなさんの技能

を一定の基準によって検定し、これ

を公証する国家検定制度です。

　合格者には、特級、1級、単一等

級については労働大臣名の、2級に

ついては知事名の合格証書が交付さ

れ、それぞれ技能士という称号があ

たえられます。

o受検申請受付期間

　10月2日～10月14日

o試験日時
　12月11日～平成5年2月28日

　※職種によって日時が異な1）ます。

○受付場所　仙台市青葉区青葉町16

　－1　宮城県職業能力開発協会

○検定職種

　・特級　機械加工、電気めっき、

　電子機器組み立て等12職種

　・1級・2級　工場板金、建築大

　　工、紳士服製造、塗装等37職種

　・単一等級　型枠壁建築、エーエ

　　ルシーパネル施工等4職種

○問い合わせ先

　宮城県庁内職業能力開発課

　費022－211－2763

　宮城県職業能力開発協会

　費022－271－9260

n∩
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白川公民館の
　　　常直者募集

　白川公民館の常直者を募集してい

ます。資格、条件などについては特

に問いません。

　詳しくは、市教育委員会管理課費

25－2111（内線）403、又は白川公民

館倣27－2101へ，
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鰯干のお知らせ

建設課より

　　　　しゅんせつ
　用水路の凌漢と補修のための川干

を行います。各ご家庭の周囲の側溝

等や占用箇所の土砂上げをお願いす

ると共に、火の元に充分ご注意くだ

さい。

o期問
10月17日（土）午前6時から

10月19日（月）午後5時まで

o区域
白石土地改良区管轄用水路全域

戦後強制抑留された

皆様へ

　平和祈念事業特別基金では、戦後、

旧ソ連邦またはモンゴル国の地域に

おいて強制抑留された方、またはそ

のご遺族に内閣総理大臣名の慰労品

（書状、銀杯）を贈呈しております。

　また、これらの方々のうち年金恩

給や公務貝の共済年金などを受給さ

れていない方には、慰労金（10万円）

が支給されます。

O請求期限　平成5年3月31日

o請求・問い合わせ先

〒112東京都文京区大塚5－3－13

平和祈念事業特別基金業務第二課

費03－3945－4703。4707

※請求書類は、市社会福祉事務所総

務係にあります。

』存じですか
建設業退職金共済制度

岡距

　この制度の特色は、建設業という

一つの業種の中で働くかぎ1）、事業

に雇用された期間全部を通算して退

職金を支払うという、いわば建設業

界ぐるみの退職金制度です。

　退職金は国の制度ですから、確実

安全であり、極めて有利な利回1）で、

計算されております。

　詳しくは、仙台市青葉区上杉1－

4－20宮城県建設会館内智022－263

－2973へ。

蘇藷26回白石市陸上競技

選手権大会

鹸

O日　時　10月25日（日）8時30分

o場所白石川緑地陸上競技場
o参加資格　小・中学生、高校生及び

一般男女。ただし小学生は・5年生

　以上

o主催白石市陸上競技協会

　　　　白石市教育委員会

o申し込み先

　白石市教育委員会

　　　文化スポーッ振興課

○問い合わせ先

市教育委員会

　　　盈25－2111（内線）412

鈴木　清重

　　　盈25－2849

スポーツの祭典

第64回白石市民体育大会

O日　時　10月10日（体育の日）9時～

　※雨天のときは11日（18日）

o会　場　白石川緑地陸上競技場

o主催白石市体育協会

　　　　白石市中央公民館
（お願い）　駐車場は、市役所・農協・

　　　　第一小学校をご利用くだ

　　　　さい。市道緑地公園線

　　　　（白石川堤防）は、全面

　　　　駐車禁止です。

冠

調．農．置調禦、
　　4　蒙、’瀞’齢

　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　置L
髭　　　　　』弛験蟹

響ノ

チャリティーダンス

パーティーのお誘い

　高齢者の方も若年層の方も、ふる

ってご参加ください。

O日時10月17日（土）

　　　　18時30分～20時45分

○場所　白石市中央公民館大ホール

o主催ダンスパル白石

○問い合わせ先　費26－3640跡部

初心者対象のレッスンコーナーも

ありますので、お気軽にどうぞ。

●

9

犬・ねこも家族の一員です。愛情

と責任を持って飼いましょう。

◎不幸な子犬、子ねこをふやさない

　ために

　生まれた子犬・子ねこのもらい手

を捜す努力をしてください。

　どうしても飼い主が見つからない

場合、市では不用犬・ねこの引取を

行っています。　（日時等は健康カレ

ンダーに記載）

　不幸な子犬・子ねこを生ませない

ための不妊、去勢の措置は飼い主の

責任です。

①メス犬・ねこには、年に何回か

　妊娠する季節がおとずれます。こ

　のときに、十分注意をすれば妊娠

　はさけられます。

②最も効果的な方法の一つとして

　不妊、去勢手術があります。この

　手術については、獣医さんとよく

　相談してください。

◎飼い主としての責任を守ってくだ

　さいo

　　　　　　　　　ふん　近所の人へ、なき声、糞尿、悪臭、

いたずら等で迷惑をかけないように

し、散歩のときは責任を持って糞の

始末を行ってください。

◎捨て犬・捨てねこは、絶対にしな

　いでくだざい。

　犬・ねこ等を虐待したり捨てたり

すると、3万円以下の罰金が科せら

れます。

ノ　k

更

白石市保健衛生課

全国道路標識週間

について

下水道排水設備

工事責任技術者試験

　10月1日から7日までを「全国道

路標識週間」に定めています。

標識に関するご意見を、県庁およ

び県警察本部交通部内の「標識B　O

X」へお寄せください。

　詳しくは、県道路管理課盈022－21

1－3153、または県警交通規制課　餐

022－221－2171（内線）3846～7へ。

⇔コミュニティ助成事業により備品整備

　（財）自治総合センターでは、住民

の行うコミュニティ活動を促進し、

その健全な発展を図るとともに、宝

くじの普及広報事業に資するため、

コミュニティ助成事業を実施してお

ります。

今回、白石市では、その助成を受

けて次の備品を購入しました。

　テント、折1）たたみテーブル・チ

　エア・台車、備品格納庫、外野用

　フェンス、ホームベース、塁べ一

　ス、ピッチャープレート、測量ロ

　ープ、コートブラシ、コードリー

　ル、プロテクター、マスタ、ヘル

　メット、サッカーゴール

　これらの備品は、白石川緑地公園

に保管され、コミュニティ活動に利

用されることにな『）ます。

O試験日時　11月18日（水〉

　　　　　13時30分～16時

o試験会場　仙台市青葉区国分町三

　丁目3番7号　宮城県民会館

O試験申込方法　10月5日から10月

　15日まで、市下水道課へ申し込み

　ください。申込用紙は、市下水道

　課に備えつけてあります。

　※印鑑を持参してください。

O受験手数料　3，000円

o受験講習　希望者に対し講習を行

　います。

　・日時11月5日（木）9時から
　・受講料　5，000円（資糊　は別途）

詳しくは、市下水道課君25－2111

（内線）273へ。

BOOKS・1いん；泓お酪一・しょん

★今月の書棚（子ども図書館）

〈第14巻〉岩崎書店
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●各スポーツ競技のルーツをさぐり、

そのスポーツがどのように発展し

てきたかを興味深く説明。

●各巻にスポーツの各分野で成功し

　た人の努力と栄光の物語を収載。

●現代の子どもたちに興味のあるス

　ポーツを網羅し、競技の見方、方

法をわか1）やすく解説しています。

図書館利用案内
○開館時間

　月～土曜日　9時～16時55分

　日　　日穆　　日　　10日寺～16日寺

O休館日

　10月1日（木）～10月10日（土）ま

で、ばく書期間（本の虫干し）の

ためお休み。10月3！日（土）月末

整理日。

一一一一一新着図書案内（抄）一一一

　魅力　　　　　　　　邑井　　操著
　女ひとり中国を行く　　　山本美知子著

　シベリア横断鉄道の旅

　　　　　　エリック・ニュービー著

　　　　　　　　　大窪一志訳
　知っておきたい韓国・朝鮮

　　　　　　　歴史教育者協議会編
　印鑑（はんこ）　“これだけ”法律常識

　　　　　　　　　古山　　隆著
　バカにつける薬・ドクター高須の抱腹絶

　倒「新・養生訓」PAT1、PAT2

　　　　　　　　　高須　克弥著
　温室の中の地球・図説地球環境

　　　　　　ジョン・エリックソン著

　　　　　　　　　小島　紀徳訳
　医者のホンネ　　　　　　柴田　二郎著

．修理技術の基礎・増補版

　　　　　　　　家電製品協議会編
　赤ちゃんの病気と応急手当・症状別・

　改訂新版　　　　　　　　　小　　学　　館

　やさしく作れる料理手本　田中　伶子著

　ミセスがすてきにみえる服・クライ・ム

　キのパターンソーイングクライ・ムキ著

　　　　　　　　　宮下　充正著

　横山大観まで、日本の美術館で見られる

　　　　　　　　　主婦と生活社
　日本茶・美味しさを究める。健康とやす

　らぎのいづぷく　　　　　松下　　智著

　日本の好情切1）絵百景　　後藤　伸行著

　間違い漢字・勘違いことば診断辞典・

　気がつかない誤りに気がつく　創拓社

1、入柄がものを言う・いま問われる人間の

4．

5．

6．

7，

10．

11．

12．

13．高山植物の野草　　　　下山　堅治著

14．あるく・ウォーキングのすすめ

15．近代名画の鑑賞入門・ルノワールから

16，

17．

18，

19．

20．

21．

22．

23，

24．

禁じられた島へ・国後・色丹の旅

　　　　　　　　岸本葉子著
考える遊び　　　　　　　串田　孫一著

男の勘ちがい・女の夢ちがい

　　　　　　　　藤堂志津子著
渋谷原宿公園通り　　　　渡辺　淳一著

レッスン　　　　　　　　五木1寛之著

傑作時代小説・運命峠　上・下巻

　　　　　　　　柴田錬三郎著
25．僕が本当に若かった頃

26．首脳人事

27．受け月

28．殺人の祭壇

29．ブルームズベリーの恋

　　　　　　アリスン・

30．熱砂の傭兵

31．

32，

33．

34，

35．

大江健三郎著

清水一行著

伊集院静著

森村誠一著

ウェーリー著

井原真理子訳

フランタ・キャンパー著

　　　　高橋和弘訳

子どもの本
ちびくまのかくれんぼ

　　　　ジェイン＝ヒッセイ

　　　　　　　ちばみか
夕やけがくれたチュウ　　宮川

　　　　　　　　関口
よめるよ・よめるよ・あいうえお

　　　　　　　　長野
あいつは気になるスーパーガール

　　　　　　　　谷口
　　　　　　　　奥田
雲の窓　　　　　　　武鹿

　　　　　　　　牧野

’

・さく

・やく

ひろ作

コオ絵

博一作

洋子作

怜子絵

悦子詩

鈴子絵

籠蠣醐



　　　　　　　シロイシイベント
　　　　10月ダイアリ＿★★

国　　　これたか
◆弥治郎惟喬祭

　弥治郎唯喬神社　10時30分から

囮
◆第64回白石市民体育大会・一・P23

囮
◆子育て開放講座・ ・P19

画
．◆紅葉の白石川漢谷とスパッシュ

　ランド撮影会・一……………・P17

圃
◆簡保資金融資施設見学会・一・P13

囮
◆スパッシュランド水泳大会・

　写真コンテスト………………P17

◆第23回市民文化祭……………P19

※すべてのイベントではありません。
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　新鮮でおいしい野菜を今年もお届

けしています。ご利用ください。

O時　間　午前10時～正午

○場所白石市民会館玄関脇

　お揃いのエプロン姿の農家のかあ

ちゃんたちが、新鮮な野菜を並べ、

消費者と活発に話をしています。

「朝ど1）で新鮮、安全でうまい、畑

から直接で安い」がキャッチフレー

ズ。ご期待ください。

隅際理解シンポジウム」

開催のお知らせ
　国際化が急速に進展している今日、

日本と諸外国の文化、伝統、生活様

式などの共通点や違いを理解し、国

際的な視野の拡大を図ることが必要

ではないでしょうか。

　講師の方々の発表を通して、異文

化にふれ、国際理解の機会とし、豊

かな国際感覚を養いましょう。

O日時11月14日（土）

　　　　13時30分～15時30分

O場　所　白石第一小学校体育館

o対　象　一般市民（児童生徒も含

　　　　む）、教職員

Oテーマ

　「異文化理解と豊かな国際感覚」

O講師（体験発表）

　・ジェラルディン・アンダーソン

　　（白石女子高校外国人英語指導

　　助手　アイルランド）

　・デイビツド・ドーン

　　（白石工業高校外国人英語指導

　　助手　カナダ）

　・十二村　実（海外渡航経験者）

　・坂本　よし子（主婦）

○主　催　白石市教育委貝会

o主　管　国際理解教育推進会議

o問い合わせ先　市教育委員会社会

教育係曾25－2111（内線）409

0その他　上履きをご用意ください。

悩みや苦情はまず相談を／

行政相談
←←←10月11日から17日は
　　　　　　秋の行政相談週間です噛－噛

　毎日の暮らしのなかで、国をはじ

め県や市、公団などが行っている仕

事について苦情や意見、要望はあセ）

ませんか。「行政相談」とは、皆さ

んと行政機関との間に立ち、第三者

的立場からその解決を図1）、皆さん

の声を行政に反映させるものです。

　相談は無料で、口頭、電話、手紙

いずれの方法でもかまいません。秘

密は守られますのでお気軽にご利用

ください。

o白石市の行政相談委員

佐藤　きみ子さん

（大平森合字上久保53盈25－3093）

猪股三郎さん
（郡山字荒屋敷12－8暦25－3974）

※秋の行政相談週間の一環として、

下記により「特設移動相談所」

　（人権、行政、生活〉を開設しま

す。

　・日時10月15日（木）

　　　　13時30分～15時30分

　・場所深谷公民館

一弟1回
　市民グラウンドゴルフ大会

論

だれにでも気軽にできるニュースポーッで体力づく1）を！

O日　時　11月15日（日）午前9時

o場所益岡公園野球場ほか

o種目
　〈個人〉

　・ジュニアの部（小学生）

　。オープンの部

　・シニアの部（60歳以上）

　〈団体〉

　1チーム6人編成

○申し込み方法　11月5日まで市教

育委員会文化スポーツ振興課智25

　－2111（内線）412へ申し込みくだ

　さい。

○主催白石市教育委員会

　　　　白石市国民健康保険

※グラウンドゴルフの用具は、市教

育委員会に準備しております。お

気軽にお使いください。

除国物価統計調査」

にこ協力を／

　10月25日から11月30日にかけて、

「平成4年全国物価統計調査」が実

施されます。

　この調査は、私たちが消費する主

な商品の販売価格やサービスの料金

などを調査し、物価対策を始め各種

行政施策の立案のための基礎資料を

得ることをねらいとした国の重要な

統計調査です。全国で約20万の小売

店舗、サービス事業所と約1万2千

の卸売店舗にお願いして主な商品の

販売価格などを調査票に記入してい

ただきます。調査された事項は、統

計を作るためだけに用いられ、その

他の目的に使われることはありませ

ん。調査員が伺いましたら、よろし

くご協力くださるようお願いします。

　お問い合わせは、市企画財政課統

計係費25－2111（内線）362へ。

7月は児童手当の
支給月です

轟

　今月は、平成4年6月分から平成

4年9月分までの4カ月分の児童手
当が振1）込みにな1）ます。

　今月の5日以降に、該当する金融

機関で受け取ってください。

※振1）込まれていない場合は、市民

課市民係盈25－2111（内線）134へご

連絡ください。

蛍働省．宮城県からの

お知らせ

　10月は

　　「労働保険適用促進月間」です

　労働保険（労災・雇用）は、労働

者を一人でも雇用している事業主は

必ず加入しなければなりません。

　労働者の生活安定のため未加入の

事業所は、一日も早く加入しましょ

つ。

　加入手続きは、ハローワーク白石

（白石公共職業安定所）岱25－3107

または大河原労働基準監督署盈0224

－53－2154で。

O日時10月22日～10月25日

10時～17時（最終日16時まで）

○会　場　宮城県スポーツセンター

○展示発表内容

　・各企業による最新の工業製品、

　工業技術の展示とP　R

　・県下各大学の研究、産学官共同

　開発製品などの展示発表

　・最新の科学技術の情報提供など

　に関する展示説明

　・東北インテリジェントコスモス

　構想、テクノポリス構想など県

　下の各種地域開発プロジェクト

　に関する展示紹介

※地域技術シンポジウム、「みやぎ

発明くふう展92」、「第2回宮城県

産学官共同研究発表会」も同時に

　開催します。

O主　催　みやぎ工業フェスティバ

　ル92実行委員会、宮城県ほか

　詳しくは、〒982仙台市太白区長

町八丁目7－20　宮城県工業技術セ

ンター内　みやぎ工業フェスティバ

ル92実行委員会事務局留022－246

－4300へ。
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『みゃぎ痴剰生老人問題

シンポジウム」の開催
　痴呆性老人を介護している方々の

抱えている諸問題解決の一助とする

ために、シンポジウムを開催します。

O日　時　11月16日13時～16時30分

o場所仙台市青葉区旭ヶ丘三丁目

　　　　仙台市青年文化センター

oテーマ　　「痴呆性老人の介護に

　　　　　携わる人々はいま」

○基調講演「痴呆性老人の

　　　　家庭ケアと地域の支え」

　講師：日本杜会事業大学教授

　　　　　中島紀恵子
　※パネルディスカッションもあ1）。

o参加料無料

平成4年度

○申し込み方法　はがきに住所、氏

名、性別、生年月日、電話番号を

記入のうえ申し込んでください。

o申し込み・問い合わせ先

〒980仙台市青葉区本町三丁目8

－1宮城県生活福祉部長寿社会対

策室　智022－211－2536

蓼
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総合検診（追加）のお知らせ

0へ（略

じ

過日実施した総合検診を受けるこ

とができなかった方々のために、下

記のとおり追加検診日を設定しまし

たので、まだ受診されていない方は

必ず受診してください。

0日　時　10月30日（金）

　　　受付時間

　　　　「1購／

o場所白石市健康センター

o問い合わせ先　市保健衛生課

　　　　智25－2111（内線）603

※職場検診を実施している職場、事

業所等を退職された方や16歳以上

の方で、本年4月1日以降結核検

診（胸部レントゲン撮影〉を受け

　ていない方（今後、平成5年3月

末までの間に職場、事業所、学校等

　で受診される方を除く）は、必ず

受診してください。

※個入あて通知（受診票）が届かな

　い方でも、16歳以上の方は受診で

　きますので、保健衛生課に連絡す

　るか、直接、検診会場受付に申し

　出てください。
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白石市役所
1階市民室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　　談　　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

一
賜
囎o礪【嚥

OO～12：001015市長相談

10：00～15：0015人権擁護
相　　談

10：00～15二〇〇15行政相談

10：00～15：0015

10：00～12：005・26
生活相談

9：30～15：0015社会保険
相　　談

10：00～15：0015税務相談

10：00～15：00毎週月・水・金消費生活
相　　談

福祉事務所

13：00～14：00

10：30～11二30

リオン

8・22
ニホン

　23

補聴器巡圓

サービス

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
す。費25－2111内線351

白石市役所4階
青少年相談センター

10：00～15：0015

　　　　　　10：00～15：00
　9

電話相談、手話での相談にも応じま

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

9：00～17：00
　毎週
月・火・木・金

青少年
相　談

10月旧日

　内科海上医院君25－1501

　外科刈田病院君25－2145

　歯科富岡歯科医院雪24－4362

10月25日

　内科亘理医院a25－8501

　外科堤　医　院台25－1181

　歯科真壁歯科医院暦32－3122

11月1日

　内科柿崎医院暦25－2210

　外利胡田病院君25－2145

　歯科村上歯科医院智26－2678

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

■陛囮

10月4日

　内科大沼医院盈25－2502

　外科刈田病院台25－2145

　歯科　小野歯科医院　費25－8007

10月10目

　内手斗　三i甫クリニ・・’ク　智25－6854

　外科　僑本整形外科医院　費25－1616

　歯科高沢歯科医院貧25－5220

10月11日

　内科広瀬医院暦25－0238

　外科くII田病院費25－2145

　歯科高僑歯科医院曾26－3543

　　都合により変更になる場合もあります。
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　　義郎さん、ひとみさんの長女、次女

　ママからひとこと

　“たよ1）がいのあるたくましい子に

　　　　　　　　　　　　なってほしい”

　パパからひとこと

　“仲よく元気に育ってほしい“

翻吻邑齢・輸⑫㊧脅蓼⑫㊨締吾慣⑬脅》邑㊨

手ピッ，葵術館

　　「きつねのまど」　　　　　　（福岡小5年）
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市内の交通事故（8／16τ9螺言＋

　事故発生件数　　　51件（438件）

　死亡者数　　　口人（　1人）

　負傷者数　　10人（104人）

　物損件数　 42イ牛（344件）

一平成4年交通安全スローガンー

　ドアしめてベルトをしめて
　　　　　　　　　　気をしめて


